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何□でも可、詳しくは、当機構 HP又は

広島県みどり推進機構にお問合せください

υ

マ

2023

Vol 97●

Jul.

■

一
　

¨

，

゛

．
　
　
　
　
一
、
．
ｒ■|■|■

暉
デ l=メ

覇堕冨I
'デ

:｀ 1計

“

」淘
氏

'=

ト
「¬電暉■
il鱗  三

:わ

"疇
ぼむ

ロ



唄||||||||||||||||||||口
||!|||||:|||||::

嘔こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
、
広
島
県
農
林

水
産
局
林
業
課
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
川
崎

耕
作
と
申
し
ま
す
。　
前
職
は
、
林
野
庁
森
林

整
備
部
整
備
課
で
、
造
林

・
間
伐
を
担
当
す

る
課
長
補
佐
を
し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
は
、

治
山
事
業
や
保
安
林
制
度
を
担
当
す
る
な
ど

主
に
川
上
側
で
の
業
務
に
多
く
携
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
務
地
と
し
て
は
東

京
の
他
、
秋
田
、
新
潟
、
群
馬
、
福
岡
と
各

地
に
赴
き
、
地
す
ベ
リ
防
止
工
事
の
現
場
監

督
や
、
国
営
公
園
の
調
査
設
計
な
ど
、
森
林

土
木
を
中
心
に
森
林
管
理

・
保
全
等
の
業
務

を
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

広
島
県
林
業
課
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備

等
の
川
上
の
分
野
か
ら
、
本
材
の
加
工

・
流

通
・消
費
な
ど
、
川
中
・川
下
の
分
野
も
含
め
、

森
林

・
林
業

・
本
材
産
業
全
般
へ
幅
広
く
携

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培

っ
て

き
た
経
験
を
踏
ま
え
、
広
島
県
の
発
展
に
全

力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
２
０
２
０
年
よ
り
世
界
経
済
か
ら

身
近
な
生
活
環
境
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
、
こ
の
５
月
に
は
感
染
症
法
令
上
の

５
類
に
移
行
さ
れ
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入

り
ま
し
た
。
街
中
を
歩
く
外
国
人
観
光
客
も

多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
職
場
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
懇
親

・
親
睦
の
機
会
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
肌
身
で
感
じ

た
方
も
多
い
の
で
は
む
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
、
森
林

・
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢

に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
、
ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
為
替
相

場
な
ど
様
々
な
要
素
が
絡
み
合
い
、
需
給
が

不
透
明
な
状
況
は
依
然
と
し
て
継
続
し
て
い

広
島
県
農
林
水
産
局
林
業
課
長

川
崎
　
耕
作

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
は
ピ
ン
チ
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
外
情
勢
の
影
響
を

受
け
に
く
い
本
材
需
給
構
造
へ
の
移
行
を
目

指
し
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
と

同
時
に
、
戦
後
造
成
し
た
森
林
が
利
用
期
を

迎
え
、
循
環
利
用
に
向
け
た
次
の
サ
イ
ク
ル

に
入
り
つ
つ
あ
る
今
、
改
め
て
地
域
の
森
林

に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
将
来
を
見
据
え

た
森
林

・
林
業

・
本
材
産
業
を
考
え
る
大
変

重
要
な
時
期
と
も
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
材
の
利
用
と
森
林
の
整

備

・
保
全
を

一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

広
島
県
で
は

「２
０
２
５
広
島
県
農
林
水
産

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
原

本
の
安
定
的
な
供
給
に
向
け
た
間
伐
や
路
網

整
備
等
の
更
な
る
推
進
、
加
工
施
設
整
備
等

に
よ
る
県
産
材
製
品
の
競
争
力

・
供
給
力
強

化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

に
お
か
れ
て
は
、
「緑
の
募
金
活
動
」
を
は
じ

め
、
緑
化
推
進
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

へ
の
支
援
な
ど
幅
広
く
活
動
を
展
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
み
ど

り
推
進
機
構
を
は
じ
め
各
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
引
き
続
き
県
内
の
緑
化
の
推
進

と
と
も
に
、
持
続
的
な
森
林
の
整
備

・
保
全

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
５
年
度
　
第
２７
回

「
み
ど
り
の
集

い
」
開
催
結
果

開
催
年
月
日
¨
令
和
５
年
４
月
３０
日

（日
）

開
催
場
所

¨
ひ
ろ
し
ま
遊
学
の
森
　
広
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

主
　
　
催

¨
「県
民
緑
化
の
集
い
」
実
行
委
員
会

た
。
「森
の
安
全
作
業
を
学
ぼ
う

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ひ
ろ
し
ま
人
と
樹
の
会
）
」
で
は
、
丸

太
切
り
を
体
験
し
て
安
全
な
ノ
コ
ギ
リ
の

使
い
方
も
体
験
で
き
ま
し
た
。

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
駐
車
場
で
の

「空
か
ら

森
を
眺
め
よ
う
」
で
は
、
地
上
１２
メ
ー
ト
ル

の
高
所
作
業
車
０

１
週
可

デ

ツ
キ
か
ら
セ
ン

タ
ー
池
や
新
緑
の

園
内
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
、
参
加

し
た
子
供
た
ち
は

貴
重
な
体
験
に
喜

ん
で
い
ま
し
た
。　
い

４
．
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

本
部
テ
ン
ト
の

「緑
の
募
金
」
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
採
取
し
た
種
子
か

ら
育
て
た
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
モ
ミ
ジ
の
苗

本
３０
本
が
用
意
さ
れ
募
金
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。

パ

ネ

ル
展

示

「

ブ

ー

ス

で

は
…

「
マ
ッ
ク

ス
バ

リ
ュ
西
日
本
棚
、

欄
エ
フ
ピ
コ
の
環

境
貢
献
活
動
」
、

「
ひ

ろ

し
ま

の

森
づ
く
り
事
業

の
取
組
み
」
、
「
森
林
の
働
き
」
の
パ
ネ
ル
、

広
島
市
里
山
整
備
士
会
の

「里
山
に
つ
い
て
」

の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
展
示
館
で
は
草
和
会
の

「山
野
草
展

示
販
売

。
お
茶
席
」
が
催
さ
れ
、
季
節
の
草

花
や
寄
せ
植
え
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
お
茶
席

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

５
。
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は

プ

チ

バ

ン

ト
ー
ル
の
パ
ン
、

Ｃ

ｏ
Ｃ

ｏ
壱
番

屋
カ
レ
ー
キ
ツ

チ
ン
カ
ー
、
檸

檬
の
樹
の
ク
ロ

ワ
ツ
サ
ン
た
い

焼
き
、
草
花
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
、

ま
た
今
回
初
参

加
の
尾
三
物
産

振
興
協
会
の
果

物
ジ

ュ
ー
ス
の

販
売
が
あ
り
賑

わ
い
ま
し
た
。
　

Ｌ

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
リ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
モ
ー
リ
ー
」
と
の
撮
影
会
で
は
多
く
の
親

子
連
れ
が

一
緒
に
並
ん
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
ま
し
た
。

１
．
△フ
年
も
順
延
し
て
４
月
３０
日
に
開
催

４
月
２９
日

「
み
ど
り
の
日
」
に
開
催
予
定

で
し
た
が
、
雨
天
予
報
の
た
め
、
急
速
１
日

順
延
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は

予
報
通
り
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
目
的
広

場

・
芝
生
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
や
展
示
場
所
を
設

け
て
開
催
し
た
結
果
、
来
場
者
数
は
推
計
約

２
、
０
０
０
人
と
な
り
、
新
緑
の
中
で
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
緑
の
募
金
に
寄
付

の
あ
っ
た
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
西
日
本
棚
に
大

演
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
副
理
事
長

（広

島
県
農
林
水
産

局
長
）
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ

れ
開
会
式
が
終

了
し
、
各
ブ
ー

ス
で
の
催
し
が

始
ま
り
ま
し
た
。

感謝状の贈呈

２
．
開
会
式
で
は

１０
時
か
ら
の
開
会
式

で
は
、
「
県
民
緑
化
の

集
い
」
実
行
委
員
会
の

高
本
会
長

（広
島
県
森

林
協
会
常
務
理
事
）
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
大
濱

広
島
県
農
林
水
産
局
長

の
祝
辞
に
続
き
、
主
催

者
紹
介
の
後
、
「
可
部

南
グ
リ
ー
ン
ズ
緑
の
少

年
団
」
３５
人
が
力
強
い

「
み
ど
り
の
誓
い
」
を

３
．
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は

毎
国
人
気
の

「
寄
せ
植
え
教
室

（広
島

県
造
園
建
設
業
協
会
）
」
。
「た
ね
団
子
を
作

ろ
う
」
（
み
ず
え
緑
地
欄
）、
「粘
土
で
作
ろ

う

（
モ
ー
モ
ー
ア
ー
ト
）
」
、
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム

（広
島
市

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ

イ
チ
ャ
ー
の
会
）
」
、

「
自

由

工
作

塾

（
ふ
れ
あ
い
湧
）

な
ど
の
制
作
ブ
ー

ス
が
あ
り
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
ま
し

みどりの誓いの発表

ヽ
… "、

｀
´

寄せ植え教室

マックスバリュ西日本。エフピコ展示ブース 空から森を眺めよう

キッチンカーも来たよ初参加のジュース販売
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６
。
ス
テ
ー
ジ
で
は

今
年
は
４
年
ぶ
り
に
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
出
演
頂
い

て
い
る

「県
庁
合
唱
団
」
の
歌
声
も
久
し
ぶ

り
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
〈
フ

回
初
出
演
の

「オ
カ
リ
ナ
レ
イ
ン
ボ
ー
」
の

皆
さ
ん
も
、
大
好
き
な
オ
カ
リ
ナ
を
大
勢
の

お
客
さ
ん
の
前
で
演
奏
で
き
、
よ
い
経
験
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

ワ
・．　
“開
一〈
〓
ゴ
恥
（来
年
は
４
月
２９
日
に
お
会
い
し
ま
し
よ
う
）

「
ひ
ろ
し
ま
遊
学
の
森
管
理
グ
ル
ー
プ
」

を
代
表
し
て
欄
第

一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
岡
野

課
長
か
ら
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
予
定
の
１５

時
に
閉
会
し
ま
し
た
。

閉
会
式
後
、
恒
例
に
よ
り
会
場
内
を
華
や

か
に
飾

っ
て
い
た
花
苗
が
無
料
配
布
さ
れ
、

色
と
り
ど
り
の
花
を
手
に
し
た
皆
さ
ん
は
喜

ん
で
会
場
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

８
。
開
催
準
備
の
裏
側
に
つ
い
て

本
部
な
ど
の
受
付
場
所
に
は
、
引
き
続
き

除
菌
ス
プ
レ
ー
を
配
置
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

新
た
に
「デ
ジ
タ
ル
広
告
」
と
し
て
広
島
市

周
辺
と
岩
国
市
区
域
を
対
象
に

「く
の
プ
ｏ
ｏ
一

広
告
」
、
「
一⊃
∽
ご
∞
ｏヽ
ヨ
広
告
」
に
開
催
情
報

を
掲
載
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
約
４２
万
人
が

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

で
見
て
い
た
だ
い
た

よ
う

で
す
。
ま
た
、

雨
天
順
延
の
お
知
ら

せ
広
告
は
７
万
８
千

人
に
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
す
ご
過
ぎ
。

モーリー大人気

ステージ「県庁合唱団」

ステージ「オカリナレインボー」
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イベント掲示板 (7月～9月 )

行  事  名

広島県緑化センター

夏のきのこ教室

7月の自然探勝

シダの世界

夏休み自由工作塾

夏休み昆虫教室

藍の トントン染め

昆虫標本作り入門

水生昆虫を探そう

薬草健康講座

野菊を育てよう

秋の七草と自然探勝

9月 の自然探勝

秋のきのこ入門観察会

7月 2日 (日 )

7月 4日 (火 )

7月 4日 (火 )

7月 16日 (日 )。 23日 (日 )。

30日(日 )。 8月 20EK日 )。

27日 (日 )

7月 16日 (日 )

7月 17日 (月祝)

7月 23日 (日 )

8月 6日 (日 )

9月 1日 (金 )

9月 9日 (土 )

9月 10日 (日 )

9月 16日 (土 )

9月 24日 (日 )

1  実  施  日  1  料  金  1 申込 (期限)1       内   容

TEL 082‐ 899‐2811 広島市東区福田町    https:〃ryOkka‐ c.jp/

参加無料

参カロ無料

参加無料

材料費
1作品につき

100円

無料

材料費500円

材料費1000円

参加無料

参力0無料

材料費1500円

参力]無料

参加無料

参加無料

自由参加

自由参加

自由参力0

自由参加
(随時受付)

要予約
先着30名

要予約
先着10組

要予約
先着10組

要予約
先着20名

自由参力0

要予約
先着20組

自由参加

自由参加

要予約
先着15名

園内できのこの採取し、午後から持ち寄つた
きのこを鑑定
※採集用のカゴ持参 荒天中止

散策路を歩きながら、植物を観察
※ルーペ持参 サンダル不可

散策路を歩きながら、シダ植物を観察
※ルーペ持参 荒天中止

木の実や木の枝などの自然素材を利用して、
自由に作品を制作 ※荒天中止

昆虫の生態や採集方法などを学び、屋外で
採集 ※採集用具持参

藍染めについて学び、トントン染めを実践

昆虫について学び、標本を作製

渓流路で水生昆虫を観察
※小学生以下 雨天中止

健康や薬草、秋の七草についての講義

キクについて学び、実践して持ち帰り

秋の七草について学び、植物を観察

散策路を歩きながら、植物を観察

渓流路を歩きながら、発生しているきのこの
解説を受講 ※半ズボン、サングル不可

※新型コロナウイルス感染防止のため、イベント、研修会等を中止や延期する場合がありますので、ホームページやSNS等で最新の情報をこ確認ください。
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月
の
第

一
日
曜
日
は
、
「山
に
親

じ
む
、
山
を
楽
し
む
、
山
を
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
、
令
和
５
年
６
月
４
日

（
日
）
、
第
２１
回
ひ
ろ
し
ま

「山
の
日
」

県
民
の
集
い
が
安
芸
郡
４
町
を
代
表

し
て
坂
町
を
メ
イ
ン
会
場
に
広
島
県

内
１５
市
町
１６
会
場
で
里
山
の
手
入
れ
、

森
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
自
然
観

察
会
な
ど
の
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
の
特
徴
を

活
か
し
た
地
域
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
型
の

事
業
が
ひ
ろ
し
ま

「
山
の
日
」
県
民

の
集
い
の
大
き
な
特
徴
と
な

っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
で
、
こ
れ
ま
で
目
標

に
し
て
き
ま
し
た
広
島
県
内
２３
市
町

全
て
に
お
い
て
、
ひ
ろ
し
ま

「山
の
日
」

県
民
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
岬
の
目
標
の
中
で
１４

「
海
の
豊

か
さ
を
守
ろ
う
」
、

１５

「陸
の
豊
か
さ

を
守
ろ
う
」
の
２
つ
の
目
標
に
つ
い

て
は
、
私
た
ち
の
活
動
そ
の
も
の
で

す
。
里
山
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
の
身
近

な
教
材
や
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
活

動
を
通
じ

て
参
加
者

一
人

一
人
に

と

っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
よ
り
身
近
な
も

の
に
な
る
役
割
も
果
た
せ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
さ
わ
や

か
な
海
風
の
中
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

大
人
ま
で
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
山

や
自
然
の
愛
好
家
な
ど
多
く
の
県
民

が
参
加
さ
れ
、
里
山
の
手
入
れ
な
ど

の
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
身
近
な

里
山
と
ふ
れ
あ
う
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
主
に
安
芸
郡
４
町

（坂
町
）

会
場
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

”
開
会
式
の
様
子

参
議
院
議
員
の
宮
沢
洋

一
様
を
は

じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席

賜
り
、
山
と
海
は
つ
な
が

っ
て
お
り
、

里
山
の
環
境
保
全
活
動
の
大
切
さ
と

瀬
戸
内
海
で
開
催
さ
れ
る
意
義
の
話

が
あ
り
、
約
４
０
０
人
の
参
加
の
も

と
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
横
浜

小
学
校
の
児
童
２
人
が

「
山
か
ら
流

れ
出
る
水
は
、
生
き
物
や
田
畑
を
潤

す
。
山
の
大
切
さ
を
考
え
る
日
と
す

る
」
と
力
強
く
山

の
日
宣
言
を
し
、

身
近
な
里
山
の
保
全
の
大
切
さ
を
再

確
認
で
き
た
開
会
式
と
な
り
ま
し
た
。

一
メ

イ

ン

会

場

の

内

容

ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂

一
帯
は
、

家
族
連
れ
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
、
体
験

ブ
ー
ス
や
飲
食

・
物
販
ブ
ー
ス
な
ど

多
く
の
来
場
者
の
方
々
が
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ

シ

ョ
ー
で
は
、

和
太
鼓
や
マ
ン
ド
リ
ン
の
演
奏
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、
ピ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
来
場
者
を
癒
し
て

く
れ
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

安
芸
郡
４
町
会
場
実
行
委
員
会
の

構
成
メ
ン
バ
ー
が

一
致
団
結
し
、
メ

イ
ン
会
場
及
び
サ
ブ
会
場
の
安
芸
郡

全
体
で
盛
り
上
げ
て
お
ら
れ
、
と
て

も
良
い
集
い
と
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

閉
会
式
で
は
、
来
年
度
開
催
地
予
定

の
東
広
島
市
を
代
表
さ
れ
て
東
広
島

市
産
業
部
長

鈴
木
嘉

一
郎
様
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
対
し
て
温

か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
と

「山
の
日
」
フ
ラ
ッ
グ
の
引
継
ぎ
も
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

開会式 前垣壽男会長 挨拶  開会式 吉田隆行坂町長 歓迎の挨拶

・

―

開会式 檜山俊宏県議会議員 祝辞 「横浜小学校」ひろしま「山の日」宣言

木工体験の様子

参加者一覧

ステージショー (和太鼓)の様子

安芸郡4町など、広島県内16の会場で開催 !

坂町メイン会場 ベイサイドビーチ坂 ],600人 27人

府中町サブ会場 水分峡森林公園 500人 20人

海田町サブ会場 海田総合公園 274人 一人

安芸郡
4町

熊野町サブ会場 ゆるぎ観音周辺 52人 46人
東広島市会場 東広島市憩いの森公園 291人 ]19人

廿日市市会場 もみのき森林公園 800人 51人

広島県緑化センター 650人 65人広島市会場
ひろしま遊学の森 広島市森林公園 1,277人 18人

三原市会場 高坂自然休養村 95人 29人

福山市会場 ふくやまふれ愛ランド 20人 20人
三次市会場 酒屋地区憩いの森 ]]4人 46人
呉市会場 野呂山 217人 70人

北広島町会場 八幡高原 256人 27人

大竹市会場 マロンの里交流館 1,200人 一人

世羅町会場 せら夢公園 135人 8人

神石高原町会場 帝釈峡神龍湖 30人 30人

計 7,511人 576人

会場名 参加者  山の手入れ等

山の手入れ等は、山の手入れ、植樹、登山道整備、清掃など
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志
和
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団
は
、
町
内

３
つ
の
地
域
に
あ

っ
た
小
学
校
が
統
合
さ

れ
、
令
和
４
年
度
に
志
和
小
学
校
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
、
〈
フ
年
度
で
２
年
目

を
迎
え
る
新
設
校
で
す
。
志
和
小
学
校
の
全

児
童
２
０
９
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
志
和
町
は
、
周
囲
を
山
々

に
囲
ま
れ
、
生
城
山

（お
う
ぎ
や
ま
）
を
中

心
と
し
た
盆
地
状
の
平
野
部
に
水
田
が
広

が

っ
て
い
る
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
山
陽
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
あ
り
、
交
通
の
基
点
と
な
っ
て
お
り
、
工

場
や
物
流
関
係
の
会
社
も
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
自
然
や
産
業
を
生
か
し

た
学
習
活
動
を
展
開
し
、
地
域
活
性
化
を
図

る
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

志
和
　
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今
年
度
は
、
小
学
４
年
生
４０
名
が
中
心
と

な
っ
て
、
校
歌
に
歌
わ
れ
て
お
り
、
志
相
町
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「生
城
山
」
を
整
備
し
て

い
く
活
動
を
し
ま
す
。
西
日
本
豪
雨
災
害
で

崩
れ
、
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
森
林
を
守
り
、
登

山
道
を
整
備
す
る
た
め
に
、
案
内
表
示

（登

山
道
、
説
明
看
板
）
な
ど
を
作
成
し
て
い
く

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
５
月
２

日

（央
）
に
は
、
地
域
の
方
と
実
際
に
生
城

山
に
登
り
、
登
山
道
の
状
態
や
生
城
山
か
ら

見
え
る
自
然
豊
か
な
志
和
の
様
子
な
ど
を
知

り
、
何
が
課
題
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
再
生
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
森
林
の
役
割
に
つ
い

て
環
境
の
視
点
で
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

花
い
っ
ば
い
運
動

（縦
割
り
班
活
動
）

縦
割
り
班
を
作
っ
て
、
全
校
で

「花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
縦

割
り
班
ご
と
に
、
育
て
る
花
を
選
ん
で
プ

ラ
ン
タ
ー
に
苗
を
植
え
、
水
や
り
な
ど
の

お
世
話
当
番
を
決

　

●
　
′ｒ

め
て
栽
培
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
育
て
た

プ
ラ
ン
タ
ー
を
飾
ピ
躊

り
、
き
れ
い
で
気

■
■

一

喘
ち
の
よ
い
環
境
出
ユ

づ
く
り
に
努
め
て

ロロ
　
』

い
ま
す
。
特
に
、

プ
ラ
ン
タ
ー
を
準

備
し
た
り
苗
の
植

え
方
や
世
話
の
仕

方
を
教
え
た
り
な

ど
６
年
生
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

栽
培
を
楽
し
も
う
！
～
地
域
の
方
と
と
も
に
～

地
域
の
方
か
ら
田
ん
ぼ
や
畑
を
借
り
て
、

地
域
の
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
方
や
米
作
リ

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
色
々
な
こ
と
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
栽
培
活
動
を
行

っ
て
い

志
す
。
低
学
年
は

「サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
」
を

通
し
て
、
自
分
で
農
作
物
を
作
る
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
５
年
生
は
「米

作
り
」
を
通
し
て
、
農
業
の
苦
労
や
工
夫
な

ど
、
さ
ら
に
は
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
も

学
習
し
て
い
表
す
。
そ
し
て
、
学
習
発
表
会

で
た
く
さ
ん
の
方
に
広
め
て
い
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
は
、
ポ
ン
菓
子
を
作

っ
て

日
ご
ろ
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
に
も
送
り
ま

し
た
。
〈
フ
年
度
は
、
昨
年
度
の
栽
培
活
動
の

課
題
と
な
っ
た

「害
獣
対
策
」
に
取
り
組
む

予
定
で
す
。

ドローン撮影のよる生城山周辺の様子

地域の方から生城山の由来や様子を聞きました

登山の様子

学習発表会での

取組発表の様子

環境づくり (水やり) 縦割り班での花の苗植え

田植え さつまいもの苗植 え

さつまいもほり稲刈 り

志
和
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団

《東
広
島
市
》
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み
ど
り
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
報
告

日
■
嶽
菫
□
目
∃
ヨ
曇
ヨ
椰
Ｉ
Ｉ
■
■
■
―
■
―
■
―
―
■
Ｉ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
■
■
■
―
―
―
■
Ｅ
■
■
■
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
■
Ｉ
Ｉ
■
■
―
―
■
―
―
■
―

□
墨
覇
一ご
還
目
蜃
邑
覆
響
曇
将
ロ
ニ
ロ
〓
Ｅ
嘔
Ｉ
Ｉ
Ｅ
■
■
Ｉ
■
■
■

‐■
■
遷
薔

‐
■
ヨ
遍
■
目
■
■
■

，
日
Ｅ
■
■

‐
Ｅ
Ｉ
■
■
■
―
■
■
■
■
■
■
―

子
供
た
ち
と
の
体
験
交
流
活
動

団
体
結
成
と
活
動
の
は
じ
ま
り

昭
和
３６
年
に
地
域
の
高
齢
者
有
志
で
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活
動
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
吉
川
長
寿
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
と
し
て
は
、
旅
行
や
地
域
行
事
に
団
体

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
主
な
活
動
で
し
た
。

昭
和
４５
年
か
ら
豊
穣
池
そ
ば
の
森

（吉
川

財
産
区
所
有
）
を
安
芸
地
区
の
青
年
僧
侶
さ

ん

（８０
名
位
）
が
、
キ
ャ
ン
プ
や
水
泳
、
念
仏

を
唱
え
る
訓
練
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
初
め

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
場
所
を

「念
仏
の
森
」

と
命
名
し
、
観
賞
用
に
近
辺
の
道
路
沿
い
に

桜
、
サ
ザ
ン
カ
、
森
の
中
に
は
ツ
ツ
ジ
、
モ
ミ
ジ
、

フ
ジ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
等
を
植
樹
し
て
き
ま
し
た
。

森
ま
わ
り
の
整
備
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
し

て
利
用
す
る
青
年
僧
侶
さ
ん
た
ち
が
、
本
を

切
っ
た
り
草
刈
り
等
を
行
い
、
長
寿
会
の
人

た
ち
も
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
６３
年
ご
ろ
交
通
手
段
で
あ
る
バ
ス
路

線
の
回
数
が
激
減
し
た
た
め
、
こ
の
場
所
で

の
訓
練
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

活
動
の
内
容

平
成
元
年
に
、
こ
の
場
所
が
広
島
県
の

「
平

成
元
年
度

マ
ツ
タ
ケ
環
境
整
備
」
の
場
所

と
し
て
推
薦
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

活
動
の
成
果

１
。
「
長
寿
の
森
」
に
は
、
道
路
沿
い
に
桜

の
本
や
ツ
ツ
ジ
が
多
く
植
え
ら
れ
、
ま
た

隣
接
地
に
は
豊
穣
池
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

花
見
時
期
に
は
、
地
域
以
外
か
ら
も
花
見

散
策
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

２
。
「
長
寿
の
森
」
経
由
の
頂
上
に
は
、
標

高
４
８
８

ｍ
の

「槌
山
城
跡
」
が
あ
り
、

小
学
５
、
６
年
生
の
登
山
体
験
の
山
と
な
っ

て
い
ま
す
。

３
．
最
近
は
住
民
人
□
を
増
や
す
目
的
で
、

地
域
支
援
の
学
生
協
同
支
援
隊
が
、
「
長

寿
の
森
」
を

「
忍
者
村
」
と
称
し
て
県

吉
川
長
寿
会
　
事
務
局
　
★
少
い期
一　
　
　
十
灰

内
各
地
か
ら
、
延
べ
２
５
０
人
の
親
子
連

れ
を
募
っ
て
、
宝
物
探
し
、
吹
き
矢
、
手

裏
剣
等
の
忍
者
遊
び
を
企
画
し
て
８
回
実

施
し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動

地
域
の
宝
は
、
地
域
で
守
っ
て
い
け
る
よ

う
、
子
供
た
ち
に
自
然
体
験
交
流
を
通
し
て

興
味
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か

け
た
い
で
す
。

自
然
体
験
学
習
も
一歩
深
め
て
、
樹
木
観

察
研
究
、
剪
定
、
肥
料
や
り
な
ど
も
行
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

年間の活動スケジュール

マキ割り

種 蒔 き

植 樹

炭 窯

会員草刈、防除、剪定、施肥 (適期)

全校児童、
先生

お迎え遠足 (小学校1年生を
迎える会 5月 )

小学4年生、
先生薪割り、植樹体験 (10月 )

全校児童、
先生

長寿の森

山と親しむ会
(マツタケ山散策、登山等11月 )

草刈り、下刈り、伐採、
マツガード注入(11月 )

会員マツタケ山

小学5年生、
先生会 長 宅 モチ米の種まき体験 (5月 )

小学4年生、
先生炭  窯 炭焼き体験(11月 )

田植え体験 (6月 )
先生

全校児童、
先生

学 校 田

稲刈り体験(10月 )

活動場所    '舌動内容、(時期)   活動対象者

稲 刈 り田 植 え

7

場
所
５
ｍ
を
地
域
の

「吉
川
む
ら
づ
く
り
推

進
委
員
会
」
が
借
り
受
け
、
「高
齢
者
生
き

が
い
対
策
事
業
」
と
し
て

「吉
川
長
寿
会
」

が
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
場
所
を
、
森
の
公
園

（念
仏
の
森
、

後
に
長
寿
の
森
に
改
名
）
と
マ
ツ
タ
ケ
山
と

の
エ
リ
ア
に
分
け
、
作
業
道
や
管
理
棟
、
水

道
設
備
、
ト
イ
レ
も
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

古
川
長
寿
会
だ
け
の
利
用
に
と
ど
め
ず
、
地

域
の
小
学
校
児
童
た
ち
の
森
林
環
境
教
育
と

交
流
の
場
と
し
て
も
開
放
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
流
は
、
森
林
の
み
な
ら
ず
、
農

業
体
験
の
交
流
も
長
く
続
け
て
い
ま
す
。

フヽ

い
＼
Ｊ

/

ム，

Ｉ

dト
/

m聞固覇
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ｎ
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令
和
５
年
度
公
募
事
業

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
や
地
域
の
緑
化
活
動

等
に
助
成
す
る
本
年
度
の

「
み
ど
り
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
」
は
、
２
月
１
日
か
ら
３
月

３１
日
ま
で
公
募
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、

３０
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

去
る
５
月
２４
日
に
、
緑
の
募
金
の
管
理

・

運
営
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
当
機
構
の
運
営

協
議
会
を
開
催
し
、　
一
覧
表
の
と
お
り
全
事

業
を
採
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
鳳
が
行
頭
募
金
を
　
ガ
澤

■
直
熙
・　
実
施
し
ま
し
た

■

(単位 i千円)

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
の
ご
厚
志
に
沿
う
よ
う
な
、
素
晴
ら

し
い

「県
民
参
加
の
み
ど
り
づ
く
り
」
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
実
施
し
て
頂
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
活
動
に
当
た

っ
て
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
密
を
避
け
る
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
に
万
全
を
期
し
て
頂
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
１６
日

（
日
）
、
広
島
市
中
区
の
ヤ
マ

ダ
デ
ン
キ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｉ
広
島
店
前
で
、広
島
県
、

広
島
市
及
び
当
機
構
は
、
可
部
南
グ
リ
ー
ン

ズ
緑
の
少
年
団
、
フ
ラ
ワ
ー
ク
イ
ー
ン
、
森

林
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
の
方
々
の
ご
協
力
を

得
て
、
「緑
の
街
頭
募
金
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

感
染
防
止
を
図
り
つ
つ
、
３
年
振
り
に
声

を
出
し
て
、
募
金
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

募
金
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

_ノ
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〒730‐8511広島市中区基町 10-52県庁森林保全課内 TEL082-513-4840
E― mail lnfo@lgreen_hiroshima.or.jp

ホームページ https://www.green_hiroshima.or.lp

支 部 事 務 局
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市 広島市役所農林整備課

市 呉市役所農林水産課

市 竹 原 市 役 所 建 設 課

市 三原市役所農林水産課

市 尾道市役所晨林水産課

市 福山市役所農林水産課

市 府 中 市 役 所 農 林 課

市 三 次 市 役 所 農 政 課

市 庄原市役所林業振興課

市 大竹市役所産業振興課

市 東広島市役所農林水産課

市 廿曰市市役所農林水産課

安芸高田市役所農林水産課

江田島市役所農林水産課

府 中町 役 場 環 境 課

海田町役場都市整備課

熊野町役場農林緑地課

坂町役場産業建設課

安芸太田町役場産業観光課

北広島町役場農林課

大崎上島町役場建設課

世羅町役場産業振興課

神石高原町役場産業課

市

市

町

町

町

町

町

町

町

町

却

鴎

中

田

野

　

却

鴎

鵬

羅

安

江

府

海

熊

坂

安

北

力

世

島

　

原

原

道

山

中

次

原

竹

鴎

師

広

呉

竹

三

尾

福

府

三

庄

大

東

廿

神石高原町

令和 5年度 公募事業「みどりづくり活動支援事業」一覧表

３０

団
体

の
事
業

を
採
択

番号 実 施 主 体 事  業  名 実 施 場 所

森

林

整

備

吉川長寿会 生きがい対策森林づくり事業 東広島市八本松町 吉川財産区内 (借上げ地) 100

吉川の里山を育てる会 吉川みんなの森整備推進事業 東広島市八本松町吉川 吉川財産区有林 120

NPO法人ひろしま人と樹の会 これからの森林ボランティア 広島市中区、三原市本郷町善入寺 200

深水自然を守る会 深水憩いの広場つくりと自然の再生 福山市神辺町西中条財産区有林、深水共有林 180

上御領下組自然と森林を守る会 上御領下組森林整備事業 福山市神辺町上御領下組生産森林組合所有林 70

緑化センター里山保全ボランティア 緑化センター森林整備事業 広島市東区福田町広島県緑化センター内の森林 180

年輪クラブ 羽高湖周辺山林整備事業 府中市諸毛町 羽高湖周辺 90

下御領自然と歴史を守る同好会 里山整備事業 福山市神辺町 下御領生産森林組合所有地 60

福山山岳会 福山市近郊の里山登山道.遊歩道整備事業 福山市近郊の里山 50

10 木の駅八千代実行委員会 里山間伐整備事業 安芸高田市八千代町 160

11 NPOグリーンラインを愛する会 県道251号線沿線景観保全整備事業 福山市 県道251号線沿線 100

12 NPO法人伊賀和志江の川鐵道 伊賀和志の森づくリプロジェクト 三次市作木町伊賀和志 90

小 計 12 1,400

環

境

緑

化

13 高屋堀団地花壇作り同好会 高屋堀団地周辺環境緑化事業 東広島市高屋町 高屋堀団地周辺

14 土師ダム桜守プロジェクト 土師ダム桜守プロジェクト事業 安芸高田市八千代町土師 土師ダム湖畔 70

15 甲奴中学校生徒会 学校緑化事業 三次市甲奴町 200

16 花ネットワーク・BINGO 環境緑化事業 福山市御幸町中津原芦田川河川敷「草花公園」 150

17 大河内さくらの会 桜並木整備事業 東広島市西条町郷曽 黒瀬川河川敷 60

18 毘沙門台学区社会福祉協議会 毘沙門台団地内花いつぱい運動 安佐南区 毘沙門台団地内 150

19 脱温暖化プロジェクトせら グリーンカーテン推進 世羅町内自治センター 刊 学ヽ校等 100

20 吉舎中学校生徒会ボランティア 吉舎学区緑化事業 三次市吉舎町吉舎 200

21 切串緑の少年団 学校緑化活動 江田島市江田島町切串 130

22 花咲ジイバアの会 自生桜の保護育成事業 庄原市東城町三坂 80

23 塩町中学校生徒会 学校緑化事業 三次市大田幸町 100

24 大道田まちづくり支援の会 大道田第 2公園のり面整備 呉市焼山東 大道田第2公園 200

25 高地区フラワーガーデンの会 高地区花壇づくり 庄原市高自治振興センター 120

26 廿日市造園緑化建設業協会 はつかいちみどりまつり事業 廿日市市 新宮中央公園 120

小 計 14 1,730

普

及

啓

発

27 サポート・トレッキング・グループ 里山登山路等整備 灰ケ峰、野呂山、休山の登山道 50

28 公益財団法人オイスカ広島県支部 山・林・S∪ N活動事業 廿日市市吉和 もみのき森林公園 40

29 森のフェスティバル実行委員会 森のフェスティバル事業 廿日市市吉和もみのき森林公園 200

30 可部南グリーンズ緑の少年団 緑の少年団自然体験思い出づくり 三次市君田町及び三原市本郷町 150

小 計 4 440

計 30 3,57C

団法人広島県みどι

ひろしまの緑 97号 (令和5年 7月 1日発行)発行 公益社団法人広島県みどり推進機構
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